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O
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『
・
シ
ア
杜
會
の
麺
質
』

　
　
　
　
　
ー
一
八
六
一
年
以
後
の
薩
會
攣
化
の
諸
相
ー

　
本
書
は
、
　
一
九
五
八
年
四
月
、
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
ト
目
①
艮
畠
ロ

O
O
q
昌
O
出
O
馬
■
Φ
餌
同
目
O
儀
ω
0
9
①
試
⑩
o
o
と
ω
O
O
一
90
一
ω
9
0
昌
8
菊
①
8
90
3
ゲ

O
ε
ロ
＆
の
ス
ラ
ブ
研
究
合
同
委
員
會
主
催
の
墨
會
で
報
告
さ
れ
た
三
二
編
の

論
文
を
牧
録
す
る
。
本
書
は
、
そ
の
編
集
者
ρ
国
90
民
が
「
序
論
」
に
お
い

て
指
摘
し
て
い
る
が
、
職
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
急
速
に
増
大
し
た
・
シ
ア

ヘ
の
學
問
的
な
闘
心
の
態
様
、
乃
至
は
、
現
代
ソ
ヴ
エ
ト
の
政
治
・
脛
濟
あ
る

い
は
思
想
を
封
象
と
す
る
從
來
の
非
歴
史
的
・
個
別
的
な
研
究
に
た
い
す
る
方

法
論
的
な
反
省
と
し
て
、
い
い
か
え
る
と
封
象
の
基
盤
的
吐
會
と
の
闘
蓮
に
お

け
る
護
展
的
な
把
握
に
よ
り
ロ
シ
ア
研
究
に
新
た
な
局
面
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
積
極
的
な
意
岡
を
も
つ
て
公
け
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い

て
は
、
確
か
に
貴
重
な
一
書
た
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
構
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
書
は
、
封
建
的
な
農
業
國
か
ら
肚
會
主
義

的
な
工
業
國
へ
の
急
速
な
攣
容
い
い
か
え
る
と
現
代
ソ
ヴ
エ
ト
を
一
環
と
す
る

「
ロ
シ
ア
祉
會
の
攣
質
」
の
解
明
は
、
一
八
六
一
年
を
始
馳
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
理
論
づ
け
る
O
●
国
鶏
屏
の
「
序
論
」
と
本
論
か
ら
な
り
、
本
論
は
ま
た

つ
ぎ
の
よ
う
な
七
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
第
一
部
、

祉
會
と
攣
化
」
に
は
β
b
胃
8
霧
一
臣
●
Q
①
頴
9
①
昌
ξ
o
♪
　
≦
。
国
器
8

の
、
「
第
二
部
、
法
、
政
治
、
お
よ
び
赴
會
攣
化
」
に
は
N
・
曽
器
母
畠
江
、

『
匡
豊
目
砿
o
P
』
＝
震
胃
“
の
●
鼠
o
昌
霧
暢
》
。
＜
g
一
艮
o
昼
　
塑
＜
o
昌

冒
鐘
o
の
、
ま
た
「
第
三
部
、
吐
會
階
暦
」
に
は
卑
男
①
匡
誉
霧
器
♪
　
ρ

閂
謎
o
げ
Φ
♪
》
の
国
含
①
O
♪
■
。
＜
O
犀
♪
』
O
一
蜀
聖
B
帥
♪
即
。
O
餌
同
叶
げ
O
需
の

諸
論
文
が
牧
め
ら
れ
て
お
り
、
「
第
四
部
、
教
育
、
學
術
研
究
、
お
よ
び
宗
教
」

で
は
9
国
Φ
3
自
O
ざ
国
・
国
o
病
目
9
P
2
・
U
o
巽
一
詳
噛
ト
O
目
詳
一
塁
”
乞
・

目
唐
器
ぎ
中
の
、
「
第
五
部
、
家
庭
、
青
年
、
お
よ
び
厚
生
」
で
は
界
O
①
一
－

鵬
臼
一
＜
●
ご
ロ
ロ
蟹
曽
ヨ
一
》
国
器
8
協
”
国
●
冒
o
ご
昌
臼
戸
　
切
q
竃
曽
島
8
P

寓
●
田
Φ
匡
の
、
「
第
六
部
、
個
人
的
な
ら
び
に
祉
會
的
贋
値
」
で
は
『
。
菊
甲

路
9
舘
噛
閣
。
ω
費
騎
げ
o
o
目
P
菊
●
円
琴
屏
①
μ
9
民
一
言
ρ
界
田
の
げ
臼
一
＝
●

b
§
δ
の
諸
論
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
第
七
部
、
結
論
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
　
　
（
六
六
七
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ρ
切
富
魯
に
よ
つ
て
、
｝
八
六
一
年
以
後
の
ロ
シ
ア
吐
會
の
攣
質
が
「
近
代

化
」
と
い
う
一
般
概
念
を
通
し
て
取
上
げ
ら
れ
、
・
シ
ア
に
お
け
る
吐
會
攣
化

の
世
界
史
的
な
普
遍
性
と
ロ
シ
ア
的
な
特
殊
性
、
お
よ
び
爾
者
と
指
導
者
・
政

治
結
肚
あ
る
い
は
國
家
政
策
と
の
關
蓮
に
つ
い
て
の
解
答
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
本
書
に
牧
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
論
文
－
な
お
第
二

部
、
第
三
部
、
第
四
部
、
第
五
部
、
第
六
部
に
お
い
て
は
罫
悶
讐
葛
o
拝
》

一
ロ
評
Φ
一
〇
即
ψ
匡
胃
8
＜
P
菊
●
国
餌
‘
臼
．
匡
●
ω
b
9
曾
に
よ
る
「
概
要
と
批

評
」
が
付
さ
れ
て
い
る
ー
を
逐
一
紹
介
す
る
こ
と
を
や
め
、
特
に
興
味
を
覧

え
た
論
文
の
一
つ
で
あ
る
N
。
国
旨
①
』
島
寓
の
「
專
制
政
治
の
諸
類
型
」
を
取

上
げ
て
、
本
書
の
紹
介
と
し
た
い
と
思
う
。
な
お
彼
に
は
、
ρ
電
は
＆
臥
魯

と
の
共
著
円
9
塑
ロ
富
ユ
曽
ロ
U
一
9
㊤
ざ
易
げ
甘
餌
ロ
q
卜
β
言
8
㊤
o
『
（
お
誘
y

円
げ
Φ
用
霞
旨
曽
昌
Φ
旨
帽
o
肖
鵬
①
”
り
o
一
一
試
8
冒
ω
o
≦
9
円
o
雷
ロ
冨
目
冨
且
の
日

（
一
ま
。
。
y
耐
。
ロ
試
。
巴
0
8
霞
・
一
。
。
冒
さ
①
ω
。
＜
一
①
φ
貯
e
『
（
一
。
㎝
。
y
円
ぎ

ω
〇
二
9
弱
δ
2
q
且
釘
90
β
含
O
o
島
一
9
（
お
8
）
に
よ
つ
て
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
豊
か
な
研
究
歴
が
あ
る
。

　
「
專
制
政
治
の
諸
類
型
」
と
題
し
た
論
文
に
お
い
て
、
彼
は
、
ま
ず
近
代
國
家

の
行
政
は
形
態
的
に
は
、
槽
力
が
法
的
・
政
治
制
度
的
あ
る
い
は
肚
會
的
な
諸

制
約
を
甘
受
し
、
肯
定
す
る
立
憲
的
8
易
窪
言
註
o
屋
｝
な
形
態
と
、
か
か
る

諸
制
約
を
拒
否
し
、
否
定
す
る
專
制
的
雲
ε
自
緯
ざ
な
形
態
と
に
大
別
で
き

る
と
し
、
改
め
て
專
制
的
な
行
政
の
一
般
的
な
指
標
の
若
干
を
彊
調
し
た
後
に
、
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（
山
ハ
山
ハ
八
）

帝
政
時
代
の
行
政
と
ソ
ヴ
エ
ト
時
代
の
そ
れ
を
観
察
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
行

政
機
關
に
よ
る
國
家
槽
力
の
全
面
的
且
つ
決
定
的
な
掌
握
、
首
長
へ
の
灌
力
の

過
度
の
集
中
、
寵
臣
あ
る
い
は
寵
臣
的
な
権
力
装
置
の
存
在
、
し
た
が
つ
て
ま

た
極
度
の
中
央
集
灌
化
と
苛
酷
な
堅
制
な
ら
び
に
司
法
権
の
掲
立
侵
害
と
い
つ

た
ツ
ァ
ー
の
行
政
に
み
ら
れ
る
基
本
的
な
特
徴
は
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
行
政
に
お
い

て
も
等
し
く
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
ツ
ァ
～
の
行
政
と
ソ

ヴ
エ
ト
の
行
政
は
相
似
し
て
い
る
と
、
い
う
。
し
か
ら
ぽ
か
か
る
相
似
性
か
ら

直
ち
に
、
一
八
六
一
年
以
後
の
ロ
シ
ア
の
行
政
は
類
型
的
に
は
一
貫
し
て
專
制

的
で
あ
つ
た
と
し
て
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
な
連
績
性
を
引
出
し
て
差
支
え
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
、
か
く
設
問
し
て
さ
ら
に
考
察
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
進
展
さ

せ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ツ
ァ
ー
の
行
政
も
ソ
ヴ
エ
ト
の
行
政
も
共
に
專
制
的
と
規
定
で

き
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
爾
者
の
質
量
的
な
差
異
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
。
ま
ず
行
政
槽
力
に
た
い
す
る
制
約
一
般
を
、
大
憲
章
・
灌
利
章
典
の
よ
う

な
直
接
的
制
約
、
輕
濟
的
・
宗
教
的
・
地
域
的
團
盟
な
ど
の
要
す
る
に
近
代
肚

會
の
多
元
性
に
因
る
間
接
的
制
約
、
風
土
・
傳
統
・
國
民
性
の
よ
う
な
自
然
的

制
約
に
整
理
し
た
上
で
問
題
の
封
象
を
比
較
瞼
討
し
て
み
る
と
、
ツ
ァ
ー
の
行

政
は
直
接
的
制
約
の
み
を
否
定
し
、
拒
否
し
て
い
る
が
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
行
政
は

直
接
的
制
約
は
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
間
接
的
制
約
を
も
拒
否
し
、
ま
た
時
に

は
自
然
的
制
約
す
ら
も
否
定
す
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
行
政
権
力
と
そ
れ
に



た
い
す
る
制
約
と
の
關
係
に
み
ら
れ
る
差
異
は
、
所
與
の
肚
會
に
た
い
す
る
行

政
灌
力
の
基
本
的
な
態
度
に
由
來
す
る
の
で
あ
つ
て
、
先
験
的
な
償
値
原
理
を

全
面
的
に
肯
定
す
る
ツ
ァ
i
政
府
の
封
肚
會
的
な
態
度
は
温
情
主
義
的
で
あ

り
、
ま
た
本
質
的
に
現
状
維
持
的
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
に
ツ
ァ
ー
の
行
政
椹
力

は
、
先
験
的
な
償
値
髄
系
を
積
極
的
に
承
認
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
あ
る
い

は
現
朕
維
持
的
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
か
か
る
方
向
か
ら
の
制
約
を
飴
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
そ
れ
を
温
情
主
義
的
專
制
と
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
し
か
る
に
、
猫
臨
的
な
綱
領
に
基
づ
く
意
識
的
な
行
動
を
喚
起
す
る

イ
デ
オ
・
ギ
ー
に
底
礎
さ
れ
た
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
は
既
存
の
肚
會
を
革
命
的
に
否

定
す
る
。
行
政
灌
力
は
所
與
の
諸
制
約
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
て
、
著
し
い
包

括
性
と
浸
透
性
を
備
え
る
に
至
り
、
革
命
に
よ
つ
て
創
造
さ
れ
た
新
吐
會
は
そ

の
す
み
ず
み
ま
で
も
行
政
的
に
編
成
さ
れ
組
織
づ
け
ら
れ
、
行
政
に
た
い
す
る

不
李
と
敵
親
は
す
べ
て
破
砕
し
壼
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
そ
れ
を
全
盟
主

義
的
專
制
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
か
く
し
て
、
そ
こ
に
は
明
確
に
匠
別
し

得
る
差
異
、
非
蓮
績
的
な
側
面
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
も
そ
も
蓮
績
性
と
攣
化
と
は
常
に
相
關
的
な
關
係
に
あ
る
。
い
い
か
え

る
と
、
今
日
の
・
シ
ア
の
行
政
に
み
ら
れ
る
全
騰
主
義
的
な
類
型
の
專
制
は
ツ

ァ
ー
の
專
制
的
な
行
政
の
漸
進
的
な
攣
化
の
過
程
に
内
在
し
て
い
た
か
否
か
、

と
い
う
問
題
が
改
め
て
提
起
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
、
彼
は
指
摘
す
る
。
そ
七

て
彼
に
よ
る
と
、
ツ
ァ
ー
政
府
は
、
一
九
世
紀
後
牛
以
降
の
急
速
な
資
本
主
義

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

的
な
護
展
に
と
も
な
つ
て
表
面
化
し
た
改
革
へ
の
要
求
あ
る
い
は
攣
革
の
主
張

に
鄙
懸
乃
至
は
封
鷹
す
る
努
力
を
、
い
い
か
え
る
と
政
治
膣
制
と
祉
會
と
の
間

隙
を
充
填
す
る
努
力
を
梯
つ
た
と
は
い
え
、
常
に
不
徹
底
な
譲
歩
と
抑
屋
の
間

に
逡
巡
し
て
い
た
が
、
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
は
か
か
る
間
隙
の
存
在
・
充
填
の
必
要

を
理
論
的
に
全
く
認
め
な
い
と
、
い
い
か
え
る
と
ツ
ァ
ー
の
樺
力
は
、
現
獣
を

維
持
し
、
吐
會
的
・
傳
統
的
な
諸
制
約
の
枠
内
で
機
能
す
る
こ
と
に
專
心
す
る

前
全
膿
主
義
的
專
制
主
義
の
一
攣
形
で
あ
る
が
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
権
力
は
、
包
括

的
な
統
制
と
肚
會
の
再
形
成
に
胤
身
す
る
全
髄
主
義
的
力
本
主
義
の
表
現
と
み

ら
れ
る
と
、
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
N
●
ω
罠
雷
一
畠
匹
の
論
文
を
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
蓮
績
性
あ
る
い
は
非
連
績
性
の
探
究
と
い
う
問
題
意
識
は
、
本
書
に
牧
録
さ

れ
た
す
べ
て
の
論
文
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、

本
書
に
お
け
る
研
究
封
象
あ
る
い
は
親
角
の
多
様
さ
と
あ
い
ま
つ
て
、
ロ
シ
ア

乃
至
は
ソ
ヴ
エ
ト
に
た
い
す
る
大
き
な
關
心
を
呼
起
こ
し
て
く
れ
る
。
し
か
し

論
旨
の
充
分
な
展
開
と
な
る
と
、
そ
れ
を
敏
く
論
文
も
實
は
少
く
は
な
い
。
た

と
え
ば
N
・
切
旨
⑦
慧
畠
匹
の
そ
れ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
　
ソ
ヴ
エ
ト
の
行
政
の

全
腱
主
義
的
な
性
格
が
「
過
去
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
傾
向
の
私
生
子
」
に

他
な
ら
ぬ
の
か
否
か
と
い
う
問
題
融
は
、
必
ず
し
も
到
明
に
は
解
か
れ
て
は
い

な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
本
書
の
構
成
上
の
性
格
、
あ
る
い
は
ま
た
ρ

ゆ
置
鋳
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
護
展
的
な
把
握
を
基
礎
づ
け
る
理
論
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
　
　
（
六
六
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

も
の
の
未
成
熟
さ
の
た
め
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
の
執
筆

者
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ヴ
エ
ト
研
究
者
で
あ
る
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て

い
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
澤
精
次
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
　
（
六
七
〇
）


